
12月定例会
○平成 22年度決算・提出議案の主な内容——２〜３Ｐ

○各常任委員会の内容——————————４〜 5Ｐ

○一般質問（個人１6人）— ——————— 6〜１４Ｐ

○議長・副議長の出席報告—————————１５Ｐ

○審議された議案と結果——————————１６Ｐ

子ども模擬議会
　１月19日㈭に市議会議場において
子ども模擬議会が開催されました。
市内の小・中学生や高校生
たちが、身近な問題を市執
行部に問いかけました。
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決算の審査

平成22年度各会計決算が認定されました。

歳　出
186億3千100万円

議会費
1億8千700万円
（1.00％）

　     衛生費
      〔市民の健康
    維持やごみ処理
   などに〕
19億3千200万円
（10.37％）

総務費
〔市役所の運営など〕
20億6千100万円
（11.06％）

民生費
〔福祉の充実などに〕
66億9千600万円
（35.94％）

 市税
70億3千200万円 
 （36.35％）

国・県支出金
41億900万円 
 （21.24％）

地方交付税
37億2千100万円 
 （19.24％）

　教育費
〔学校教育の充実
などに〕
24億1千900万円
（12.98％）

消防費 （6.57％）
〔消防防災などに〕
12億2千400万円

農林水産業費
〔農業の振興などに〕
2億5千300万円
（1.36％）

商工費
〔商業の振興などに〕
1億6千500万円
（0.89％）

土木費
〔道路、橋、河川の
整備などに〕
11億8千600万円
（6.37％）

その他
300万円
（0.02％）

その他
2億8千500万円
（1.47％）

市債
17億4千
　100万円
　（9.00％）

繰入金
3億4千200万円
（1.77％）

繰越金
4億6千300万円
（2.39％）

諸収入
3億2千100万円
（1.66％）

地方譲与税
2億2千300万円
（1.15％）

地方消費税交付金
6億2千300万円
（3.22％）

分担金及び負担金
2億100万円
（1.04％）

使用料及び手数料
2億8千500万円
（1.47％）

公債費
〔借りているお金
の返済〕
25億500万円
　（13.44％）

歳　入
193億4千600万円

※歳入歳出差引額７億１千 500 万円は、翌年度への繰り越しや、基金に積み立てました。

平成22年度一般会計決算討論！　 （一部要約）

　　　　　　　　　　　景気対策の強化や市民の暮ら

　　　　　　　　　　しを守る施策がないまま、市財

　　　　　　　　　　政への財源の確保にあたって受

益者負担の適正化を強力に推進し、下水道使用料平均

１７．５％総額４千万円引き上げ、国保税の最高限度

額４万円アップ、また、後期高齢者医療制度では、年

金収入１５３万円以上の高齢者の約５割が保険料引き

上げになるなど、市民への負担を強化しました。財源

確保では、市税収アップの対策として、強権的な対応

ではなく、話し合いを重視した対応が求められていま

す。また、約９億円で購入した八街駅前の公共核施設

用地は活用計画もないまま放置され、有効活用が求め

られています。入札の改善では、１業者が長期にわた

り落札しており、入札の透明性、競争性、公平性を追

求すべきです。市民の暮らしを守る施策では、高過ぎ

る国保税は、市民の担税能力を超えており、法定外繰

り出しの復活が必要です。子どもたちの居場所として

は、児童館の設置が求められています。野菜の価格保

証や加工、農業後継者対策、農業機材などへの支援が

求められています。また、中小業者、商店街活性化の

積極的な取り組みが必要です。道路整備では、市全域

の冠水対策計画などが求められています。教育関係で

は、長欠、不登校対策に複数担任制や各小学校に適応

指導教室の設置が必要です。就学援助制度は、市民生

活が悪化する中、さらなる制度の充実を求めます。ま

た、川上小学校、八街北小学校、八街東小学校の耐震

化は、最優先課題であり、早急な取り組みが求められ

ています。以上の立場から反対いたします。

　　　　　　　　　　　本決算におきましては、自主

　　　　　　　　　　財源の根本をなす市税が景気の

　　　　　　　　　　低迷などにより、２年連続で減

少いたしましたが、地方交付税や臨時財政対策債等の

増加により、財政調整基金からの繰り入れを抑え、積

立金現在高を「ほぼ横ばい状態」としております。し

かしながら、市税は財政運営に非常に大きな影響を持

つ自主財源であり、また、負担の公平性の観点からも

収入未済額の解消に関しましては、しっかりと内部で

協議を重ねていただきまして、これまで以上の鋭意努

力を期待するものです。歳出面では、人件費・扶助費

・公債費をもって構成する義務的経費が、１０年連続

の増加となり、また、決算額の５８．２％を占めてお

ります。このうち、人件費は前年度より減少いたしま

したが、扶助費が５年連続の増加、公債費が７年連続

の増加となっております。このため、財政構造の弾力

性を示す経常収支比率が５年連続の９０％台と非常に

厳しい本市の財政状況ですが、財源の確保や経費の節

減合理化に努め、地域安全パトロール事業の実施、児

童医療費助成事業の拡大、前立腺がんの検診実施、消

費生活センターの設置、市道１１５号線・市道２１６

号線交差点改良工事の実施、建物耐震診断助成事業の

開始、特別支援教育支援員の配置、図書館開館日数の

拡大など、新規の事業、または事業の拡充を図り、市

民サービスの向上を行ったことが認められます。総合

的に判断いたしまして、賛成の立場から意見を述べま

す。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　しを守る施策がないまま、市財

　　　　　　　　　　政への財源の確保にあたって受

反 対 討 論
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　財源の根本をなす市税が景気の

　　　　　　　　　　低迷などにより、２年連続で減

賛 成 討 論

平成２２年度一般会計決算
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議案の内容

◆
一
般
職
の
給
料
引
き
下
げ

　
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会

の
勧
告
は
、
公
務
員
と
民
間
の

給
与
を
比
較
し
た
結
果
、
公
務

員
が
民
間
を
上
回
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
格

差
を
解
消
す
る
た
め
、
勧
告
に

基
づ
き
一
般
職
の
給
料
月
額
の

引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

◆
在
宅
重
度
知
的
障
害
者
及
び

ね
た
き
り
身
体
障
害
者
福
祉
手

当
支
給
条
例
を
制
定

　
現
在
は
、
在
宅
重
度
知
的
障

害
者
等
と
同
居
し
て
い
る
養
護

者
に
養
護
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
の
制
定

に
よ
り
、
重
度
知
的
障
害
者
等

の
当
事
者
も
し
く
は
そ
の
介
護

者
に
支
給
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

◆
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

　
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

︵
東
吉
田
７
２
９
番
地
13
︶の
指

定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉
法
人

光
明
会 

理
事
長 

小
澤
定
明
氏

を
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
し
ま

し
た
。
　

◆
字
名
の
変
更

　
八
街
駅
北
側
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
内
の
字
名
が

﹃
八
街
字
北
中
道
﹄
か
ら
新
た

に
﹃
中
央
﹄
に
変
更
し
、
本
市

の
新
し
い
拠
点
と
し
て
充
実
を

目
指
し
ま
す
。︵
現
在
、準
備
中
︶

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

○
生
活
保
護
費
を
増
額

︵
２
億
６
千
８
１
１
万
７
千
円
︶

○
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め
る

た
め
、
国
の
補
助
を
活
用
し
大

腸
が
ん
検
診
を
無
料
で
実
施
。

︵
５
１
１
万
３
千
円
︶

○
市
道
１
１
６
号
線
他
市
道
の

舗
装
や
歩
道
の
破
損
箇
所
の
修

理
。︵
１
億
６
千
万
円
︶

○
道
路
排
水
施
設
の
整
備
。

︵
４
０
０
万
円
︶

○
農
産
物
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
事
業
と
し
て
農
産
物
の
地
産

地
消
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食

用
に
八
街
産
の
小
麦
を
使
用
し

た
パ
ン
の
開
発
を
推
進
。

︵
37
万
８
千
円
︶

○
千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
等

に
基
づ
く
給
与
改
定
の
実
施
や

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
減

額
。︵
３
千
８
６
０
万
８
千
円

全
会
計
含
む
︶

財政指標

■財政力指数
　３年間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。
　１を超えるほど余裕財源を持っていることになる。

■実質収支比率
　実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望ましいとされる。

■経常収支比率
　財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この比率が高いほど
　経常一般財源に余裕がなくなると考えられ、通常は、70％～75％
　が標準とされている。

■公債費比率
　地方債の元利償還に充てられる経費の一般財源に占める割合を表し
たもの。財政構造の健全性を維持するには、10％を超えないことが
望ましいとされている。

区　分 平成 22 年度 平成 21 年度 平成 20 年度

財 政 力 指 数 0.676 0.700 0.703

実質収支比率 4.3％ 3.5％ 3.0％

経常収支比率 92.6％ 94.7％ 94.5％

公 債 費 比 率 14.1％ 14.4％ 13.5％

区　分 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 19,345,928,255 18,630,744,358

特 別 会 計 13,430,511,226 13,339,647,228

内

訳

国民健康
保　　険 8,255,208,881 8,239,380,896

老人保健 17,313,990 17,313,990

後期高齢
者 医 療 335,757,881 330,805,148

介護保険 3,118,385,625 3,083,990,994

学校給食
センター事業 711,185,330 710,740,433

下 水 道
事 業 992,659,519 957,415,767

合　計 32,776,439,481 31,970,391,586

平成 22 年度一般会計・特別会計決算

（単位：円）

平成 22 年度水道事業会計決算（単位：円）

区　分 決　算　額

水 道 事 業 収 益 1,128,233,113

水 道 事 業 費 用 1,088,636,193

資 本 的 収 入 196,173,068

資 本 的 支 出 380,308,681

障がい者就労支援事業所
 主に、精神障害者を対象とした就労
継続支援Ｂ型事業所を想定し、通常
の事業所に雇用されることが困難な
障がい者につき、就労の機会を提供
するとともに、生産活動その他の活
動の機会を通じて知識及び能力の向
上のために必要な訓練その他必要な
支援を行います。

▲学校給食センター調理風景

　
平成23年12月定例会は、11月30日に開会
され、議案12件、請願１件、議員提出議案
１件が提出され審議されました。
《紙面の都合上、議案の内容の一部を掲載
します》

12 月定例会
提出議案の主な内容
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◆
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

　
郵
便
番
号
、
地
番
は
、

ど
の
様
に
な
る
の
か
伺

う
。

　
現
在
、
郵
便
局
と
協

議
を
進
め
て
い
る
中
で

は
、
番
号
が
変
わ
る
と
の
方
向

に
進
ん
で
い
ま
す
。
地
番
は
、

法
務
局
と
調
整
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
街
区
が
定
ま
っ
て

い
る
の
で
、
街
区
番
号
と
そ
の

街
区
の
中
で
小
番
が
振
ら
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。　

市
民
に
告
知
す
る
の

は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。

　
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
字
名
の
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
換
地
処
分
の
公
告

と
同
時
に
効
力
を
発
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
換
地
処
分
を

平
成
24
年
の
10
月
頃
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
頃
に

な
る
予
定
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
一
般
会

計
補
正
予
算

　
中
国
残
留
邦
人
生
活

支
援
負
担
金
の
内
容
を

伺
う
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
制
度
で

す
。
目
的
と
し
て
は
、
中
国
残

留
邦
人
等
の
特
別
な
事
情
に
配

慮
し
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給

し
て
も
、
生
活
の
安
定
が
図
れ

な
い
中
国
残
留
邦
人
等
に
対

し
、
老
後
の
生
活
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
公
的
年
金
制
度
に
よ

る
対
応
を
補
完
す
る
制
度
に
な

り
ま
す
。
現
在
支
給
数
は
、
２

世
帯
４
人
に
な
り
ま
す
。

　
選
挙
事
務
従
事
者
の

職
員
手
当
の
形
態
を
伺

う
。

　
県
議
会
議
員
選
挙

は
、
時
間
外
手
当
の
支

給
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
市
議

会
議
員
選
挙
は
、
７
時
間
45
分

の
本
来
の
勤
務
時
間
は
他
の
日

に
振
り
替
え
を
行
い
、
そ
れ
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
時
間

外
手
当
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
消
火
栓
維
持
管
理
費

の
内
容
を
伺
う
。

　
上
水
道
配
水
管
に
設

置
さ
れ
て
い
る
消
火
栓

の
漏
水
あ
る
い
は
、
消
火
栓
鉄

蓋
の
が
た
つ
き
に
よ
る
振
動
を

防
止
す
る
た
め
の
か
さ
上
げ
工

事
等
の
経
費
を
負
担
す
る
も
の

で
す
。
今
回
の
補
正
は
６
カ
所

分
の
漏
水
や
か
さ
上
げ
の
対
応

分
に
な
り
ま
す
。

　
委
託
に
関
わ
る
積
算

の
見
積
も
り
要
綱
等

は
、
な
い
の
か
。

　
積
算
基
準
と
し
て

は
、
入
札
案
件
の
場
合

は
３
者
か
ら
の
見
積
も
り
の
平

均
額
。
随
意
契
約
案
件
に
つ
い

て
は
、
２
者
見
積
も
り
の
最
低

価
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

清
掃
業
務
は
、
財
団
法
人
建
築

保
全
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し
て
い

る
建
築
保
全
業
務
積
算
基
準
を

用
い
て
設
計
で
き
る
の
か
検
証

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委  員  会

問

問

問問

問

問 答

答

答答 答

答

▲八街駅から見た北側地区

議員全員賛成により意見書を国等に提出しました
 国民生活の安心と向上を図る各種基金事業の継続を求める意見書

１、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例基金
　 　地方自治体における子宮頸がん予防ワクチン、Ｈｉｂワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種事業を財政支援する基金であり、ワ

クチン接種について予防接種法の対象疾病に位置付ける法改正が実現するまで継続すべきである。
２、安心子ども基金、および妊婦健康診査支援基金
　 　保育所や放課後児童クラブなどの整備を後押しする安心子ども基金、および妊婦健診の負担軽減を図る妊婦健診支援基金について政

府は、新たに創設する子ども・子育て新システムの中で対応するとしているが、具体的な中身が明らかになっておらず、当面は基金事
業による対応が現実的であり、継続すべきである。

３、介護職員処遇改善等臨時特例基金
　 　介護職員の賃金引き上げなどを行うための基金として創設し、今年度末まで予算措置されているが、来年度以降の対応は、引き続き

基金事業によるのか介護報酬によるのか、方向性がまだ見えていない。介護職員の処遇改善は極めて重要な課題であり、介護報酬で手
当できない場合は、既存の基金を積み増しし、着実に賃金引上げなどに充てられるよう措置すべきである。

４、障害者自立支援対策臨時特例基金
　 　障害者自立支援法の施行に伴う事業者の経過的な支援を行うため、平成 18 年度から 20 年度までの特別対策として実施し、その後、

既存事業の拡充や新たな事業を盛り込み、今年度末まで延長されている。来年度以降も、新体系移行後の事業所支援やグループホーム
等の設置補助などが必要であり、基金継続によって柔軟な支援をすべきである。

学校図書館の充実を求める請願
　 　学校図書館は、児童・生徒にとって最も身近な「図書館」であり、一人ひとりの学びや豊かな情感を育む上で欠かせない場所となっ

ています。全ての子ども達にとって利用しやすい学校図書館を整備することは、学校教育における調べ学習の充実や新聞教育への取り
組みなど、児童・生徒が自ら調べ、自ら学ぶ力を伸ばします。また、子ども達が多くの良書と出会い、本の世界を存分に味わうことで、
幅広い物事の見方や考え方を身に付け、知識の世界を広げながら、より豊かな社会生活の実現にも資することとなります。ところが現
実には、学校図書館の整備状況は自治体の財政状況に左右され、県内でも専任の学校司書が置かれている自治体は少数にとどまってい
ます。そのため、多くの学校現場では、多忙な職務の間に担当の教職員が図書室の整備を行ったり、保護者や地域のボランティアに整
備をお願いしたりしているために、継続的・専門的な視野での読書環境の充実・整備がなされていないのが実情です。学校図書館がそ
の機能を発揮するためには、十分な額の図書購入費や読書環境の整備、専任・正規の専門職員の配置が不可欠です。３月の東日本大震
災以降、多くの子ども達が読書によって笑顔を取り戻し、絵本や物語を通して生きる勇気と希望を感じています。全ての子ども達が、
これからの時代を豊かに生きる力を身に付けられるよう、請願致します。

　１．学校図書館費（図書整備費）を大幅に増額すること。
　２ ．全ての市立小中学校で、学校図書館図書標準を満たすよう早急に財政措置を講ずること。また古くなった本は速やかに修繕・入れ

替えをすること。
　３．全ての市立小中学校に、専任・正規の専門職である学校司書を配置すること。　

                                                                      （賛成少数により不採択となりました）

　
12月13日から15日に各委員会が開催さ
れ、付託された議案等を審査しました。

（紙面の都合上、質疑等の一部を掲載します。）

委員会での審査
総
　
　
務
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委  員  会

◆
八
街
市
在
宅
重
度
知
的
障
害

者
及
び
ね
た
き
り
身
体
障
害
者

福
祉
手
当
支
給
条
例

　
こ
の
条
例
が
制
定
さ

れ
る
と
、
支
給
対
象
者

が
２
名
増
え
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
ど
の
様
な
方
が
増
え
る
の

か
伺
う
。
ま
た
、
在
宅
の
方
に

支
給
さ
れ
る
手
当
と
考
え
ま
す

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
ど
の
様
に
な

る
の
か
。　

知
的
障
害
者
の
方

で
、
在
宅
が
１
名
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
１
名
に
な
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

在
宅
扱
い
に
な
り
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
制
度
に

な
る
と
議
会
が
直
接
関

与
出
来
な
く
な
る
の
で
、
チ
ェ

ッ
ク
機
能
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
指
定
し
た
団
体
か

ら
、
市
長
に
事
業
報
告
、

事
業
方
針
、
決
算
等
の
報
告
を

受
け
、
必
要
が
あ
れ
ば
指
示
出

来
る
の
で
、
心
配
す
る
こ
と
は

無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
議
会
に
は
、
要
望
が
あ
れ
ば

開
示
出
来
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
一
般
会

計
補
正
予
算

　
生
活
保
護
費
扶
助
で

は
、
当
市
の
高
齢
者
世

帯
等
の
扶
助
給
付
世
帯
の
割
合

を
伺
う
。　

平
成
23
年
11
月
末

で
、
高
齢
者
世
帯
は

２
７
３
世
帯
42.

９
％
、
傷
病

世
帯
は
２
０
９
世
帯
32.

８
％
、

障
が
い
の
世
帯
54
世
帯
８.

５
％
、
母
子
世
帯
40
世
帯
６

.

３
％
、
そ
の
他
61
世
帯
９

.

６
％
で
す
。

　
公
民
館
大
会
議
室
耐

震
補
強
工
事
設
計
業
務

費
用
が
工
事
に
対
し
て
比
率
が

高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
通
常
の
新
築
の
実
施

設
計
で
は
な
く
、
耐
震

補
強
設
計
で
す
の
で
割
合
は
、

高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
は
、
毎
年
保
険

給
付
費
が
増
え
て
い
る
が
、
大

き
く
割
合
を
占
め
て
い
る
疾
病

は
何
か
伺
う
。

　
千
葉
県
の
デ
ー
タ
に

な
り
ま
す
が
、
循
環
器

系
の
疾
患
や
消
化
器
系
の
が
ん

な
ど
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
状
況

は
、
60
歳
以
上
の
方
の
国
保
加

入
割
合
が
増
え
て
お
り
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
年
々
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯

科
診
療
に
つ
い
て
は
、
毎
年
か

な
り
の
割
合
で
支
出
し
て
い
る

状
況
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸

費
の
増
額
は
、
サ
ー
ビ

ス
量
が
増
え
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
ど
の
様
な
項
目
が
増
え
た

の
か
伺
う
。

　
主
に
、
訪
問
介
護
件

数
が
か
な
り
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
住
宅
改

修
や
福
祉
用
具
の
購
入
な
ど
に

な
り
ま
す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　
学
校
給
食
配
送
業
務

は
、
な
ぜ
、
随
意
契
約

で
同
一
業
者
な
の
か
伺
う
。

　
車
両
の
状
態
が
非
常

に
良
い
た
め
、
新
規
車

両
を
購
入
し
て
そ
の
減
価
償
却

費
を
計
上
し
た
契
約
を
す
る
よ

り
も
、
現
在
の
車
両
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
た
方
が
、
安
価
に
委

託
で
き
る
の
で
、
継
続
的
に
随

意
契
約
し
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
一
般
会

計
補
正
予
算

　
清
掃
費
の
焼
却
の
問

題
で
す
が
、
12
月
15
日

の
広
報
紙
に
よ
る
と
草
木
な
ど

は
、
出
来
る
だ
け
搬
入
し
な
い

で
欲
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
搬

入
自
粛
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
広
報
紙
に
草
木
等
の

搬
入
は
自
粛
と
明
記
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在

草
木
等
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
の

が
実
状
で
す
。
こ
れ
ら
は
通
常

で
あ
れ
ば
焼
却
す
る
の
で
す

が
、
現
在
は
、
処
分
場
に
一
時

仮
置
き
と
い
う
形
を
取
っ
て
い

ま
す
。
太
い
木
な
ど
も
仮
置
き

し
て
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
破

砕
機
等
に
か
け
て
焼
却
す
る
予

定
で
す
。
焼
却
飛
灰
の
放
射
線

が
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の

で
、
そ
の
辺
を
ご
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
農
産
物
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
事
業
の
進
展

状
況
。
ま
た
、
価
格
補
償
に
つ

い
て
伺
う
。

　
平
成
24
年
度
に
つ
い

て
は
、
麦
の
収
穫
が
６

月
中
旬
に
な
り
ま
す
の
で
、
夏

休
み
明
け
に
は
パ
ン
の
全
量
に

つ
い
て
ユ
メ
シ
ホ
ウ
を
使
っ
て

い
く
予
定
で
す
。
八
街
市
の
学

校
給
食
パ
ン
用
と
し
て
使
う
小

麦
の
量
は
、
12
ト
ン
。
面
積
と

し
て
は
、
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
畑
作
の
農

業
所
得
補
償
制
度
が
始
ま
り
、

パ
ン
用
の
小
麦
を
作
付
け
し
た

場
合
は
、
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
、
２
千
５
５
０
円
の
加
算
が

付
く
の
で
、
現
在
作
付
け
し
て

い
る
農
林
61
号
に
比
べ
て
有
利

に
販
売
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
焼
却
施
設
及
び
最
終

処
分
場
汚
水
処
理
施
設

用
薬
品
購
入
に
つ
い
て
、
債
務

負
担
行
為
が
必
要
に
な
る
理
由

を
伺
う
。　

今
年
度
は
、
東
日
本

大
震
災
の
関
係
で
薬
品

の
購
入
を
半
年
で
分
け
て
契
約

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
震
災
の
影
響
が
出
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
主
に
消
石

灰
、
活
性
炭
等
の
量
が
多
い
の

で
、
平
成
24
年
４
月
１
日
の
契

約
に
す
る
た
め
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
八
街
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

　
漏
水
修
理
が
か
な
り

増
え
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
漏
水
に
対
し
て
は
、
も
っ

と
敏
感
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
有
収
率
も
上
げ
る
よ
う
鋭

意
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
ぐ
ら

い
漏
水
修
理
が
増
え
た
の
か
。

　
去
年
２
４
０
件
、
本

年
度
は
、
現
時
点
で

１
５
０
件
程
に
な
り
減
っ
て
い

ま
す
。
有
収
率
に
つ
い
て
は
、

22
年
度
の
有
収
率
は
、
78
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
が
、
本
年
度
は
、

若
干
改
善
さ
れ
る
方
向
に
動
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
漏
水
調
査
を
実
施
し

た
こ
と
、
並
び
に
毎
年
漏
水
の

頻
度
の
多
い
国
道
等
老
朽
管
の

更
新
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

効
率
の
良
い
漏
水
工
事
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

問

問

問問

問

問

問問

問 答

答

答

答

答

答

答

答

答答

答

▲配水管漏水修理

文

教

福

祉

経

済

建

設
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一 般 質 問

　
児
童
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
対
象
家
庭

へ
の
申
請
内
容
及
び
申
請
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

　
児
童
医
療
費
助

成
制
度
は
、
児
童
の

保
健
対
策
及
び
保
護
者
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
図
り
、
児
童
の

保
健
の
向
上
及
び
子
育
て
支
援

体
制
の
充
実
を
目
的
に
、
本
年

４
月
か
ら
は
中
学
校
３
年
生
ま

で
対
象
学
年
を
拡
大
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
制
度
の
周
知

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
制

度
案
内
通
知
を
対
象
全
世
帯
へ

郵
送
す
る
ほ
か
、
広
報
や
ち
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
及
び
市
内
医
療
機
関
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

の
人
数
、
ま
た
、
そ
の

う
ち
有
資
格
者
の
比
率
や
、
指

導
員
の
研
修
状
況
、
保
護
者
と

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
有
資
格
者
は
高

等
学
校
等
教
諭
１

名
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等

９
名
、
社
会
福
祉
士
１
名
、
合

計
11
名
で
、
全
体
の
約
３
割
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
指
導
員
の
研
修
に
つ
い
て
は

県
児
童
家
庭
課
等
の
主
催
す
る

研
修
が
年
３
回
、
当
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
主
催
す
る
研
修
を

年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
に
つ
い
て
、

家
庭
訪
問
相
談
員
選
考

基
準
と
各
学
校
の
不
登
校
に
対
す

る
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
、

小
中
学
校
で
の
教
職
経
験
の
有

る
方
を
、
面
接
に
よ
り
選
考
を

し
て
お
り
ま
す
。
20
年
度
か
ら

３
年
間
で
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
に
、
延
べ
８
５
８
回
の
訪
問

活
動
を
実
施
し
12
名
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
１
１
０
番
の

設
置
件
数
と
そ
の
見
直

し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
毎
年
、
約
２
千

件
の
協
力
を
維

持
し
て
お
り
、
こ
ど
も
１
１
０

番
推
進
委
員
会
で
定
期
的
に
実

態
調
査
し
、
登
録
等
の
見
直
し

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
公
用
車
の
台

数
と
燃
料
費
に
つ
い
て

適
正
か
伺
う
。　

公
用
車
の
台
数

は
、
平
成
23
年
10

月
末
現
在
、
１
２
８
台
で
あ
り
、

消
防
自
動
車
、
市
有
バ
ス
、
工

事
作
業
等
の
特
殊
車
両
を
除
い

た
公
用
車
台
数
は
75
台
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
は
２
台
導
入
し
て
お
り

ま
す
。

　
燃
料
費
に
つ
い
て
は
、
公
用

車
１
２
８
台
中
、
共
用
車
10
台

と
市
長
車
等
の
特
別
車
２
台
分

と
し
て
、
平
成
23
年
10
月
末
現

在
、
68
万
４
千
２
２
４
円
で
あ

り
、
前
年
度
同
月
現
在
の

60
万
４
千
９
７
４
円
と
比
較
し

て
、
燃
料
単
価
の
上
昇
に
よ
り
、

７
万
９
千
２
５
０
円
の
増
で
し

た
。
な
お
、
市
は
千
葉
県
石
油

商
業
協
同
組
合
八
街
支
部
と
、

従
前
よ
り
契
約
を
締
結
し
て
お

り
、
毎
月
、
単
価
の
見
直
し
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

人 問個 質

服
部
　
雅
恵

公
明
党

児
童
医
療
費
助
成
制
度
や
教
育
問
題
、

                             

公
用
車
に
つ
い
て
伺
う

問問

問

問 問

市 

長

市 

長

市 

長

児
童
行
政
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

公
用
車
の
運
用
に
つ
い
て

教
育
次
長

教
育
長

　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、

見解を求めるものです。12月定例会の一般質問は、5日（月）、６日（火）、

７日（水）の３日間に 16名の議員が質問しました。

（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）
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一 般 質 問

　
補
正
予
算
で
追
加
さ

れ
た
市
民
の
安
全
・
安

心
に
貢
献
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

の
更
新
に
つ
い
て
伺
う
。

　
環
境
省
が
勧
め

る
地
球
温
暖
化
対

策
の
補
助
金
を
活
用
し
、
既
存

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
更
新

事
業
と
し
て
、
１
５
０
基
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。

　
通
勤
、
通
学
者
が
夕

方
か
ら
夜
遅
く
ま
で
長

時
間
、
頻
繁
に
通
行
し
て
い
る

市
道
が
暗
く
、
危
険
な
箇
所
が

あ
る
。
防
犯
灯
の
整
備
が
出
来

な
い
か
伺
う
。　

防
犯
灯
設
置
要

綱
に
よ
り
、
地
域

か
ら
の
申
請
で
予
算
の
範
囲
内

で
設
置
し
て
い
ま
す
。
基
準
以

外
の
整
備
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
八
街
市
の
防
犯
灯
を

全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に

変
え
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
導
入

し
、
経
費
節
減
と
エ
コ
推
進
を

図
れ
な
い
か
伺
う
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

発
注
者
の
利
益
と
地
球
環
境
の

保
全
に
貢
献
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
に
関

わ
る
す
べ
て
の
費
用
を
光
熱
水

費
の
削
減
分
で
賄
う
も
の
で

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
長
期

間
の
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

生
じ
る
た
め
、
十
分
に
調
査
、

研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
免
許
証
を

自
主
返
納
す
る
と
き
の

助
成
制
度
を
本
市
で
も
創
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
如
何
が
。

　
運
転
免
許
証

は
、
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
を
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
他
市
町
村
で
は
返
納

の
際
に
、
身
分
証
明
を
目
的
に

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
手
数
料
の
軽
減
等
を

講
じ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
い
て
、
調
査
、
研
究
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
実
施

を
考
え
て
い
る
市
の
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
」
と
国
が

再
開
す
る
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
伺
う
。

　
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
と
本
市

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助

金
は
、
直
接
の
関
係
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
も
、

市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補

助
金
の
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
市
制
20
周
年
を
期
に

ピ
ー
ち
ゃ
ん
・
ナ
ッ
ち

ゃ
ん
に
続
く
夢
の
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
、
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
誕
生
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
市
民
に
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
八

街
駅
南
口
商
店
街
、創
作
の
「
ボ

ッ
チ
く
ん
」
も
浸
透
し
て
き
て

る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
法
令
あ
る
い
は
条
例

で
定
め
る
も
の
以
外
の

市
議
会
議
員
の
各
種
審
議
会
・

委
員
会
へ
の
参
加
を
見
送
る
こ

と
に
な
り
、
委
員
の
選
考
に
あ

た
っ
て
は
、
出
来
る
だ
け
公
募

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

女
性
の
登
用
状
況
を
伺
う
。

　
公
募
な
ど
に
よ

る
市
民
参
加
の
推

進
は
、
積
極
的
に
図
る
考
え
で

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
を

選
任
す
る
際
に
、
公
募
採
用
の

可
否
及
び
そ
の
場
合
の
手
法
を

含
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
で
の
女
性
の
委
員
会
及
び

審
議
会
委
員
へ
の
登
用
状
況

は
、
３
３
１
人
中
、
49
人
で

14.

８
％
の
比
率
で
す
。
政
策
、

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
参
画

は
大
変
重
要
な
の
で
、
今
後
も

審
議
会
等
へ
の
積
極
的
登
用
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
雨
水
排
水
対
策
の
現

状
と
今
後
の
整
備
計
画

を
伺
う
。
ま
た
、
八
街
バ
イ
パ

ス
の
整
備
計
画
と
併
せ
た
雨
水

排
水
対
策
を
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
大
き
な

冠
水
箇
所
と
し
て

金
毘
羅
通
り
、
一
区
消
防
機
庫

付
近
の
ほ
か
、
10
箇
所
の
冠
水

箇
所
は
、
計
画
的
に
水
路
及
び

調
整
池
の
整
備
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
金
毘
羅
通
り

は
、
東
京
都
八
街
学
園
跡
地
の

財
務
省
の
土
地
に
つ
い
て
、
約

４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
出

来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
新

年
度
予
算
の
中
で
、
調
整
池
の

整
備
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
バ
イ
パ
ス
の
早

期
完
成
に
向
け
て
調
整
池
の
位

置
等
に
つ
い
て
県
と
協
議
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
朝
陽
小
学
校
の
建
て

替
え
計
画
の
進
展
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

ま
た
、
建
て
替
え
方
法
の
検
討
、

児
童
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
、

交
差
点
改
良
を
見
据
え
て
学
校

用
地
の
拡
大
を
図
れ
な
い
か
。

　
平
成
24
年
度

に
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
26
年

度
の
２
年
間
で
工
事
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。
ま
た
、
危
険
校

舎
の
改
築
に
合
わ
せ
、
プ
レ
ハ

ブ
校
舎
の
解
消
、
屋
内
運
動
場

の
改
築
も
実
施
し
て
い
く
計
画

で
す
。
改
築
後
は
、
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
が
解
消
し
ま
す
の
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
ス
ペ
ー
ス
も
今
以

上
に
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
建
物
の
効
率
的
な
配
置

計
画
を
し
、
将
来
の
交
差
点
改

良
に
も
影
響
の
な
い
よ
う
に
し

ま
す
の
で
、
現
在
の
敷
地
で
よ

り
良
い
設
計
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
　

人

人

問

問

個

個

質

質

川
上
　
雄
次

林
　
　
政
男

公
明
党

や
ち
ま
た
21

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
や
免
許
返
納
制
度
、

                

市
制
施
行
20
周
年
に
つ
い
て

審
議
会
、
委
員
会
委
員
の
選
考
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
!!

問

問

問問

問 問

問

問

問 市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
つ
い
て

市
民
協
働

免
許
返
納
制
度
に
つ
い
て

生
活
環
境
問
題

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

教
育
問
題

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
つ
い
て

教
育
長

▲改築を待つ朝陽小学校
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一 般 質 問

　
減
少
す
る
市
民
人
口

の
分
析
と
市
内
企
業
で

の
就
職
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
過
去
に
若
い
世

代
の
転
入
に
よ
り
、

急
激
な
人
口
増
の
時
期
が
あ
り
、

現
在
は
比
較
的
高
齢
化
率
は
低

い
が
、
今
後
は
本
格
的
な
少
子

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
雇
用
対
策

は
、
就
労
支
援
サ
イ
ト
「
ジ
ョ

ブ
ナ
ビ
八
街
」
を
設
置
し
、
市

内
及
び
近
隣
の
企
業
に
求
人
情

報
を
ご
登
録
い
た
だ
き
、
市
民

の
雇
用
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
車
両
の
推
進
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
軽
自
動
車
を
リ

ー
ス
に
し
て
導
入

し
、
特
殊
車
両
を
除
い
た
公
用

車
75
台
の
内
、
軽
自
動
車
は
37

台
で
す
。
電
気
自
動
車
は
、
車

両
価
格
が
高
く
、
充
電
ス
ポ
ッ

ト
の
整
備
の
遅
れ
等
、
課
題
が

多
い
こ
と
か
ら
、
現
在
導
入
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
公
共
施
設
の
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
伺
う
。

　
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
パ
ネ
ル
設
置
費

用
だ
け
で
、
３
千
５
０
０
万
円

程
度
の
見
積
も
り
で
し
た
。
20

キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
、
現
在
の
契
約

電
力
の
5.4
％
で
あ
り
、
ま
た
、
蓄

電
池
設
備
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
庁
舎
へ

乗
せ
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
の
か
な
ど
、検
討
が
必
要
で
す
。

　
過
去
の
ご
み
埋
め
立

て
地
の
放
射
生
物
質
の

測
定
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
市
で
把
握
し
て

い
る
埋
立
跡
地

は
、
簡
易
測
定
器
に
よ
る
空
間

放
射
線
量
の
測
定
で
は
、
平
均

毎
時
０.

08
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
で
し
た
。
八
街
市
放
射
線
量

低
減
対
策
基
本
方
針
で
、
空
間

線
量
が
毎
時
０.

23
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
を
除
染
基
準
と
し
て

お
り
、
い
ず
れ
の
場
所
も
基
準

値
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
灰
・
飛
灰
の
状

況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　
焼
却
飛
灰
は
、

現
在
、
受
け
入
れ

自
治
体
側
が
焼
却
灰
等
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の
対
応
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

受
け
入
れ
が
可
能
と
な
る
ま
で

の
間
、
県
内
の
業
者
に
委
託
し
て

い
ま
し
た
が
、
11
月
２
日
に
受
け

入
れ
が
中
断
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
福
岡
県
大
牟
田
市
の
業

者
と
契
約
し
、
搬
出
処
理
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
契
約
前
の

焼
却
飛
灰
は
、
一
時
保
管
し
、

引
き
取
り
可
能
な
業
者
と
契
約

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
が
れ
き
焼
却
受
入

に
つ
い
て
伺
う
。

　
が
れ
き
は
、
直

接
の
焼
却
が
困
難

な
た
め
、
破
砕
を
し
て
か
ら
の

処
分
と
な
り
ま
す
。
処
理
量
が

増
加
す
る
上
、
本
市
も
焼
却
灰

等
の
処
理
に
大
変
苦
労
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
状
の
受

け
入
れ
は
困
難
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問
　

◆
道
路
問
題
モ
ニ
タ
ー
制
度

◆
緊
急
物
資
輸
送
道
路
標
示

◆
市
道
の
計
画
的
な
補
修

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
消
費

税
増
税
、
社
会
保
障
の

改
悪
に
つ
い
て
市
民
生
活
に
大

き
く
悪
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で

あ
り
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
議
論
不
足

で
あ
り
参
加
表
明
は
時
期
尚
早

で
あ
り
、
消
費
税
増
税
に
つ
い

て
は
、
国
民
の
皆
様
に
最
終
的

な
審
判
を
あ
お
ぐ
べ
き
。
ま
た
、

社
会
保
障
の
改
革
に
つ
い
て
も

国
民
が
納
得
で
き
る
制
度
改
革

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。　

新
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て
伺
う
。

　
深
刻
な
経
済
悪
化
の
も
と

で
、
貧
困
と
格
差
が
増
大
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
も
と
で
、
市

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
お
り
、
市
民
生
活

を
支
え
る
予
算
編
成
を
強
く
求

め
る
が
如
何
か
。

　
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
一
点
目

に
「
八
街
市
総
合
計
画
２
０
０

５
第
二
次
基
本
計
画
」
の
推
進
。

二
点
目
に
「
喫
緊
の
課
題
」
へ

の
対
応
。
三
点
目
に
は
「
効
率

的
な
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

向
け
た
行
財
政
改
革
」
の
推
進
。

必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
よ
う

な
予
算
編
成
を
心
が
け
る
。
ま

た
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
国
保
税
は
、
市
民
の

所
得
が
一
層
低
下
し
、

担
税
力
は
限
界
で
あ
り
、
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
や
、
国
庫
補
助
金
を
も
と
に

戻
す
よ
う
国
に
要
求
し
て
、
早

急
に
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ

き
で
あ
る
が
如
何
か
。

　
現
在
の
国
保
財

政
の
状
況
か
ら

は
、
引
き
下
げ
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。　

防
災
計
画
は
、
東
日

本
大
震
災
で
の
教
訓
を

ど
う
生
か
す
か
と
い
う
こ
と
が

問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

避
難
場
所
の
整
備
、
備
蓄
品
の

整
備
な
ど
考
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
如
何
か
。

　
防
災
計
画
の
修

正
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難

場
所
、
防
災
備
蓄
倉
庫
に
つ
い

て
も
、
教
訓
を
も
と
に
発
電
機

や
投
光
器
、
女
性
の
視
点
に
た

っ
た
備
蓄
品
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。

　
市
の
基
準
と
基
本
方

針
を
伺
う
。
ま
た
、
放

射
能
測
定
器
の
購
入
を
増
や

し
、
広
く
市
民
に
貸
し
出
し
を

す
る
こ
と
。
給
食
の
不
安
を
な

く
す
た
め
に
食
品
の
放
射
能
汚

染
測
定
器
の
購
入
は
如
何
か
。

　
市
の
基
準
も
毎

時
０.

23
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
引
き
下
げ

た
。
測
定
器
は
必
要
に
応
じ
て

増
設
を
し
た
い
。
食
品
の
測
定

器
購
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
土
壌
・
木
等
の
伐
採

処
分
に
つ
い
て
伺
う
。

　
国
や
県
に
汚
染

土
壌
等
の
保
管
施

設
を
要
望
し
て
い
く
。

人

人

問

問

個

個

質

質

加
藤
　
弘

右
山
　
正
美

や
ち
ま
た
21

日
本
共
産
党

人
口
の
減
少
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

市
民
生
活
を
守
る
新
年
度
予
算
編
成
を

問

問問

問

問

問問

問問問

問問

人
口
の
減
少
と
対
応

環
境
問
題

市
長
の
政
治
姿
勢

防
災
対
策
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長
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一 般 質 問

　
２
０
１
２
年
度
か
ら

第
５
期
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
る
が
、
厚
労
省
は
保
険

料
・
利
用
料
の
負
担
増
、
軽
度

者
切
り
捨
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
生
活
援
助
時
間
を
45
分
に

短
縮
す
る
な
ど
の
方
針
を
出
し
、

65
歳
以
上
の
保
険
料
の
全
国
平

均
は
５
千
２
０
０
円
に
な
る
と

試
算
し
て
い
る
。
収
納
率
県
下

ワ
ー
ス
ト
２
の
八
街
市
で
は
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
保
険
料
を
引
き

上
げ
ざ
る
を
え
な

い
が
、
引
き
上
げ
幅
を
で
き
る

限
り
抑
制
し
た
い
。

　
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
方
々
に
、
軽
減
策

が
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

　
災
害
や
失
業
等

で
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合
、
介
護
保
険
料

減
免
取
扱
い
基
準
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

　
収
入
が
大
幅
に
減
る

災
害
や
失
業
時
に
対
応

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
収
入
が
少

な
い
世
帯
へ
の
保
険
料
の
軽
減

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
保
険
料
を
払
え
な
い
市

民
に
対
し
、
介
護
制
度
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

　
国
の
制
度
に
準

じ
た
利
用
料
の
軽

減
措
置
を
実
施
し
た
い
。

　
国
と
同
じ
や
り

方
で
は
高
齢
者

は
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
な

い
。
新
年
度
予
算
は
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
立
場
で

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
期
制
度
で
は
、
地
域
支
援

事
業
の
中
に
新
た
に
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

（
総
合
事
業
）
を
創
設
で
き
る

と
し
て
い
る
。
総
合
事
業
は
介

護
度
が
低
い
方
々
を
対
象
と

し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
料
金
設

定
も
市
町
村
任
せ
に
な
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
も
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
な
ど
を
活
用
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
総
合
事
業

を
導
入
し
な
い
よ
う
求
め
る
が

如
何
か
。

　
第
５

期
は
実

施
し
な
い
。

　
大
関
調
整
池
上
流
及

び
周
辺
道
路
の
冠
水
対

策
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
は

こ
の
間
、
上
流
へ
の
調
整
池
確

保
を
求
め
て
き
た
が
進
捗
状
況

は
如
何
か
。

　
新
年
度
に
通

称
、
弁
天
池
の
掘

削
整
備
の
予
算
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
、
五
区
の
子
豚
市
場
の
流

域
に
調
整
池
を
作
れ
る
よ
う
土

地
所
有
者
と
交
渉
し
て
い
る
。

　
一
区
東
京
都
八
街
学

園
周
辺
の
冠
水
に
対

し
、
学
園
の
跡
地
を
調
整
池
に

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
４
千

㎡
の
土
地
を
買
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
周
辺
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ

う
公
園
用
地
も
含
め
買
収
す
る

こ
と
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
今
回
の
取
得
予

定
地
は
す
べ
て
調

整
池
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
農
業
・
商
工
業
を
応

援
し
、
生
産
も
雇
用
も

消
費
も
伸
ば
す
元
気
な
地
域
経

済
政
策
を
市
政
の
重
点
に
置
く

こ
と
を
求
め
る
が
如
何
か
。
ま

た
、
地
域
経
済
の
再
生
・
循
環

を
ど
う
作
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
問
わ
れ
て
い
る
。
地
域
振
興
・

街
づ
く
り
調
査
を
実
施
し
、
地

域
産
業
経
済
振
興
の
計
画
づ
く

り
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
八
街
市
総
合
計

画
２
０
０
５
第
二

次
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
・

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
基

本
計
画
に
盛
り
込
み
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
地
域
産
業
経
済
振
興
計
画
の

策
定
の
予
定
は
な
い
が
、
市
経

済
の
活
性
化
を
図
る
ト
ー
タ
ル

プ
ラ
ン
と
し
て
、
今
後
、
調
査
・

研
究
し
た
い
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

　
環
境
省
は
今
後
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
導
入
・

普
及
の
た
め
に
導
入
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
具

体
化
へ
の
可
能
性
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
耕
作
放

棄
地
活
用
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
47
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
。
本
市
の
耕
作
放
棄
地
は

耕
地
面
積
の
１
割
強
。
十
分
活

用
で
き
る
と
思
う
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
評
価
を
伺
う
。

　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

　
太
陽
光
・
風
力
な
ど

で
起
こ
し
た
電
気
を
固

定
価
格
で
電
力
会
社
が
買
い
取

る
こ
と
を
義
務
付
け
た
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
い
取
り
法
」

が
成
立
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

地
域
再
生
と
一
体
で
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
、
街
づ

く
り
の
調
査
・
研
究
、
開
発
・

促
進
の
た
め
の
調
査
室
を
設
け

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
如
何
か
。

　
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

　
現
行
の
保
育
制
度
は
、

保
育
に
欠
け
る
児
童
は

市
町
村
が
保
育
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
新

シ
ス
テ
ム
で
は
自
治
体
の
保
育

の
公
的
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
保
護
者
が
個
々

に
保
育
所
に
入
所

を
申
し
込
む
方
法
に
変
わ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　
保
育
料
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
現
行
の
制
度
で

は
、
所
得
に
応
じ

た
保
育
料
と
な
っ
て
い
る
が
、

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
利
用
者
に

も
一
定
の
負
担
を
お
願
い
す
る

事
と
な
っ
て
い
る
。

　
親
に
と
っ
て
は
深
刻

な
問
題
で
あ
る
。
国
に

こ
の
制
度
の
導
入
の
撤
回
を
求

め
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

　
現
時
点
に
お
い

て
は
、
国
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。

人

人

問

問

個

個

質

質

京
増
　
藤
江

丸
山
　
わ
き
子

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

だ
れ
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保
険
制
度
を

地
域
経
済
の
活
性
化
で
元
気
な
街
づ
く
り
を

問

問問

問問

問

問問問

問

問

冠
水
対
策
の
強
化
を

第
５
期
介
護
保
険

　
　
　
制
度
に
つ
い
て

元
気
な
地
域
経
済
を

　
　
　
市
政
の
重
点
に

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の

街
づ
く
り

再
質
問

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

介
護
保
険
課
長
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一 般 質 問

　
職
員
数
の
削
減
に
つ

い
て
伺
う
。
　

　
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
平

成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
職
員
削
減
目
標
31
人

に
対
し
て
、
プ
ラ
ン
終
了
時
点

の
平
成
22
年
４
月
に
は
、
こ
の

目
標
を
21
人
上
回
る
52
人
の
削

減
で
あ
り
、
総
職
員
数
は

５
５
６
人
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
23
年
４
月
１
日
現
在
の
総
職

員
数
は
、
５
５
４
人
で
す
。

　
佐
倉
市
は
人

口
17
万
６
千
１
６

７
人
で
職
員
数
一
人
あ
た
り

１
７
８
人
、
八
街
市
は
人
口

７
万
５
千
７
１
９
人
で
職
員
数

一
人
あ
た
り
１
３
６
人
で
す
。

人
口
比
率
か
ら
す
る
と
、
佐
倉

市
よ
り
職
員
数
が
２
割
多
い
の

で
２
割
カ
ッ
ト
で
き
な
い
か
。

　
現
在
の
定

員
数
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
適
正
化
が
図
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
財
政
力
が
弱

い
の
に
職
員
数
が

多
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
実
情
に
あ

わ
せ
て
定
員

の
適
正
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
等
の
滞
納
状
況

に
適
切
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。
　

　
平
成
20
年
９
月

に
市
税
等
徴
収
対

策
本
部
を
設
置
し
、
徴
収
対
策

の
強
化
に
全
庁
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
納
付
意
識

が
低
く
悪
質
な
滞
納
者
に
は
財

産
調
査
や
実
態
調
査
を
行
い
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
八
街
市
は
、
税

の
滞
納
者
に
対
し

て
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
税
に
関
し

て
は
法
律
に

則
っ
て
督
促
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
財

産
調
査
を
実
施
し
て
差
し
押
さ

え
な
ど
し
て
厳
し
く
対
応
し
て

い
ま
す
。
一
律
な
基
準
と
い
う

こ
と
は
特
に
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
20
年
９
月

に
市
税
等
徴
収
対

策
本
部
を
設
置
し
て
い
る
が
そ

の
効
果
を
伺
う
。

　
平
成
21
年
度

の
収
納
状
況
で

は
、
現
年
度
分
が
94.

２
％
、

滞
納
繰
越
分
が
13.

１
％
で
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
わ
ず
か

で
す
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
税
収
入
収
納
効
果

は
。

　
捜
索
を
平
成
20

年
11
月
よ
り
実
施

し
、
今
年
10
月
末
ま
で
に
実
施

し
た
52
回
の
捜
索
で
普
通
自
動

車
、
軽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
動
産
１
７
０
点
余
り
を
差

し
押
さ
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
に
よ
り
売
却
し
、
滞
納
分

に
充
当
し
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
の
節
減
合

理
化
は
。

　
平
成
23
年
度
当

初
予
算
で
も
「
人

件
費
の
見
直
し
」
と
し
て
、
職

員
数
の
抑
制
や
管
理
職
手
当
の

削
減
、
特
別
職
の
給
与
削
減
、

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
等
の
見

直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
　

※
そ
の
他
の
質
問

◆
入
札
問
題

◆
砂
ぼ
こ
り
と
放
射
能
対
策

　
国
保
税
の
収
納
率
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

云
う
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
、
国
保

問
題
に
止
ま
ら
ず
八
街
市
全
体

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

住
民
を
信
頼
し
、
街
ぐ
る
み
で

国
保
問
題
を
考
え
る
た
め
に「
非

常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
と
も

に
支
え
合
う
と
い
う
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
る
べ
き
で
は
。

　
現
段
階
で
の
発

令
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
は
、
急

速
な
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
給
付

が
増
大
、
さ
ら
に
保
険
税
の
負

担
能
力
の
低
い
方
な
ど
の
増
加

や
無
職
の
方
が
多
い
な
ど
、
制

度
の
構
造
的
な
問
題
も
抱
え
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
国
保
事
業
の
趣
旨
や
目
的

に
つ
い
て
、
市
民
と
市
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

の
で
、
多
様
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
営
住
宅
の
管

理
戸
数
は
全
体
で

４
４
８
戸
、
こ
の
う
ち
51
戸
は

公
募
を
停
止
し
て
お
り
、
実
際

の
入
居
可
能
戸
数
は
３
９
７
戸

で
す
。
公
募
を
行
な
っ
て
い
る

九
十
九
路
団
地
、
長
谷
団
地
、

朝
陽
団
地
、
交
進
団
地
の
管
理

戸
数
は
３
４
７
戸
、
う
ち
入
居

戸
数
は
３
１
６
戸
で
入
居
率

91.

１
％
。
建
築
後
40
年
を
経

過
し
て
い
る
実
住
団
地
、
榎
戸

団
地
、
富
士
見
団
地
、
笹
引
団

地
及
び
交
進
団
地
の
一
部
は
老

朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
新
規

募
集
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
管

理
戸
数
１
０
１
戸
の
う
ち
、
入

居
戸
数
は
50
戸
で
す
。

　
非
募
集
住
宅
団
地
の

跡
地
に
つ
い
て
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
整
備
す
る
な
ど
有
効

活
用
す
べ
き
、
利
用
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
平
成
５
年
に

「
公
営
住
宅
再
生

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ

れ
18
年
が
経
過
す
る
こ
と
か

ら
、
平
成
24
年
度
以
降
に
市
営

住
宅
の
需
要
や
役
割
、
施
設
の

現
状
を
調
査
し
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
行
な
い
、
そ

の
後
、
跡
地
利
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
予
算
編

成
の
基
本
的
な
姿
勢
に

つ
い
て
伺
う
。　

①
第
二
次
基
本

計
画
の
推
進
に
つ

い
て
、
４
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
を
中
心
と
し
た
各
施
策

の
着
実
な
推
進
。

②
厳
し
い
経
済
情
勢
を
受
け
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
緊
急
性
の

高
い
課
題
へ
の
対
応
。

③
効
率
的
な
財
政
シ
ス
テ
ム
の

確
立
に
向
け
た
行
財
政
改
革
の

推
進
。

④
財
政
対
策
の
目
標

　
交
通
対
策
の
重
点
政

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
榎
戸
駅
東
口
開

設
の
工
事
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
着
工
を
目
指

し
ま
す
。

人

人

問

問

個

個

質

質

古
場
　
正
春

桜
田
　
秀
雄

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
市
税
等
の
徴
収
成
果
を
問
う

国
保
税
未
納
解
消
へ
非
常
事
態
の
宣
言
を

問

問

問

問問

問問

問

問

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

行
財
政
改
革
問
題

国
民
健
康
保
険
事
業

市
営
住
宅
事
業

市
長
の
政
治
姿
勢

交
通
対
策

再
質
問

再
質
問

副
市
長

再
質
問

再
質
問

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長
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一 般 質 問

　
長
期
欠
席
、
不
登
校

の
現
状
か
ら
現
在
の
取

り
組
み
、
ま
た
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　
本
市
の
児
童･

生
徒
の
不
登
校

の
割
合
は
、
平
成
22
年
度
小
学

校
で
は
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学

校
で
は
６.

７
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。
取
り
組
み
は
、
毎
月
各
学

校
の
担
当
者
と
一
人
ひ
と
り
の

児
童･

生
徒
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
得
ら
れ
た
情
報
を

学
校
教
育
課
内
で
共
有
し
、
担

当
指
導
主
事
が
解
決
に
向
け
て

の
指
示
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
括
し
て
議
論
す

る
場
と
し
て
、
毎
学
期
１
回
、

長
欠
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、

現
状
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、

中
学
校
区
ご
と
に
小
中
学
校
の

教
職
員
が
集
ま
り
、
一
人
ひ
と

り
の
児
童･

生
徒
に
対
す
る
適
切

な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
は
、

学
校
復
帰
に
向
け
日
常
の
生
活

指
導
、
学
習
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
等
、
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

た
な
長
期
欠
席
、
不
登
校
を
生

ま
な
い
た
め
に
授
業
改
善
や
自

立
的
な
集
団
の
育
成
、
夢
を
育

む
教
育
プ
ラ
ン
、
規
律
と
暖
か

み
が
あ
り
楽
し
い
と
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
的
な

関
わ
り
が
必
要
な
家
庭
環
境
の
児

童･

生
徒
に
は
、
児
童
相
談
所
や

福
祉
施
設
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

ケ
ー
ス
会
議
を
行
い
、
協
議
し
て

い
ま
す
。
遊
び
や
非
行
等
で
不
登

校
に
な
る
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
は
、

北
総
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
や
安
全

安
心
担
当
官
等
に
相
談
し
、
直
接

保
護
者
や
本
人
と
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
遊
休
農
地
面
積
と
遊

休
農
地
の
解
消
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
遊
休
農
地
の
面

積
は
全
体
で
約

３
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
遊

休
農
地
の
解
消
策
と
し
て
は
、

農
業
経
営
の
改
善
を
計
画
的
に

進
め
よ
う
と
す
る
農
業
者
等
に

対
し
、
貸
付
希
望
者
の
情
報
を

迅
速
に
提
供
す
る
た
め
広
報
や

ち
ま
た
で
貸
付
希
望
者
へ
呼
び

か
け
、
農
地
利
用
集
積
の
円
滑

化
に
努
め
て
い
ま
す
。
農
地
の

借
受
者
に
対
し
、
借
地
期
間
に

応
じ
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
な

ど
の
施
策
を
講
じ
、
更
に
こ
れ

ら
農
業
者
の
経
営
管
理
の
合
理

化
、
そ
の
他
の
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措

置
を
総
合
的
に
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
の
健
全
な
発
展
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
夏
の
暑
さ
緩
和
の
た

め
緑
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

　
緑
の
カ
ー
テ
ン

は
、
植
物
を
建
物

外
側
に
育
成
さ
せ
、
建
物
の
温

度
上
昇
抑
制
を
図
る
ほ
か
、
居

住
環
境
整
備
と
し
て
の
遮
光
や

目
隠
し
な
ど
に
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
消
費
電
力
の

抑
制
や
地
球
温
度
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
来
年
度
、
各
公
共

施
設
を
中
心
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
検
討
し
ま
す
。

　
現
在
、
第
５
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
よ
り
介
護
保
険
料
の
見
直
し

も
行
わ
れ
、
上
昇
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
負
担
の
軽

減
と
介
護
予
防
策
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
高
齢
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度

（
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
）
を
八
街
市
で
も
実
施
で
き

な
い
か
伺
う
。　

第
５
期
の
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
で
、
導
入
の

是
非
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
推
移
、

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
地
域
支
援
事
業

に
よ
る
介
護
予
防

の
推
進
体
制
を
確
立
、
高
齢
者

の
生
活
機
能
の
低
下
を
未
然
に

防
止
し
維
持
向
上
を
図
り
、
介

護
を
必
要
と
し
な
い
元
気
な
高

齢
者
の
育
成
に
努
め
る
こ
と

で
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
幅
を

で
き
る
限
り
抑
制
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
県
全
体
で

子
育
て
世
帯
を
応
援
す

る
た
め
、
企
業
参
画
型
子
育
て

支
援
事
業
の
実
施
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
事
業

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
こ
の
事
業
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
、
事
業
主
の
方

に
周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
の
方
へ
の
お

知
ら
せ
や
、
支
援
カ
ー
ド
の
配

付
等
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
頑
張
っ
て
い
る
選
手
、

団
体
を
称
え
る
方
策
の

１
つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

に
懸
垂
幕
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
懸
垂
幕
を
掲
げ

る
場
所
や
、
方
法

等
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
懸

垂
幕
昇
降
機
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
の
で
、
当
面
は
掲
示
板

を
活
用
し
て
活
躍
し
た
選
手
等

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
施

設
内
に
は
、
貴
重
品
を

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
を

し
な
が
ら
、
貴
重
品
を
管
理
す
る

と
い
う
の
は
大
変
難
し
く
、
多
く

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
設
置
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ

ー
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
の
設
置
は
、

近
隣
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の

設
置
状
況
や
費
用
な
ど
、
管
理

方
法
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
職
員
提
案
制
度

人

人

問

問

個

個

質

質

小

　
良
則

山
口
　
孝
弘

誠
和
会

誠
和
会

豊
か
な
郷
土
を
目
指
し
て

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を

問

問

問問

問

問

問

問

教
育
問
題

農
業
問
題

環
境
問
題

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
施
設
整
備

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
　
　 

ポ
イ
ン
ト
制
度

企
業
参
画
型
子
育
て

　
　
　
　
　
支
援
事
業

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

?? ボランティアポイント制度 ??
　元気な高齢者が要介護の高齢者の居宅や施設で

介護ボランティア活動をした際、活動の実績に応

じて、カードにスタンプを押印するというもので

す。たまったポイントは現金や商品と交換できる

ものです。 

　市民の皆様にボランティア活動を始める“きっ

かけ”や活動継続への“励み”としてこの制度を

利用していただくことにより、ボランティア活動

の更なる促進につなげることを目的とします。
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一 般 質 問

　
八
街
警
察
署
設
置
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
選
出
の
県

議
会
議
員
や
八
街

市
議
会
の
協
力
の
他
、
警
察
力

の
強
化
に
よ
る
治
安
悪
化
防
止

に
な
る
た
め
、
引
き
続
き
市
長

会
等
を
通
じ
て
要
望
し
ま
す
。

　
八
街
警
察
署

の
誘
致
を
早
い

う
ち
に
、
是
非
お
願
い
し
た
い
。

　
い
ろ
ん
な
手

立
て
を
講
じ
て

要
望
を
力
強
く
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。
市

民
の
方
の
要
望
、
市
当
局
、
議

会
議
員
の
お
力
添
え
を
得
て
、

機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
活
動
を

実
践
に
移
し
ま
す
。
ま
た
、
県

議
の
環
境
生
活
警
察
常
任
委
員

長
と
い
う
要
職
の
お
力
添
え
も

得
て
、
一
日
も
早
く
八
街
警
察

署
が
新
設
で
き
ま
す
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

　
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
駅
伝
や

市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の

今
後
の
振
興
策
の
考
え
を
伺
う
。

　
こ
の
大
会
は
、

本
市
が
行
う
重

要
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
体
育
協

会
等
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、

大
会
が
年
々
盛
大
に
な
る
よ
う

振
興
を
図
り
ま
す
。
特
に
参
加

者
の
募
集
方
法
は
、
新
た
に
近

隣
市
町
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
も

声
を
か
け
、
参
加
者
の
増
大
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
開
催
場
所

や
コ
ー
ス
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法
等
も

検
証
を
行
う
と
共
に
、
参
加
者

や
関
係
団
体
等
か
ら
広
く
意
見

を
伺
い
、
多
く
の
市
民
が
参
加

し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
で
バ
イ
パ
ス

一
部
開
通
部
分
を
走
る
考
え
は

な
い
か
。
一
部
開
通
だ
か
ら
で

き
ま
す
。
全
線
開
通
し
た
ら
実

施
し
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
参

加
者
も
「
い
い
道
路
が
で
き
た

ね
」と
い
う
思
い
で
走
れ
る
の

で
、
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
バ
イ
パ
ス

の
利
用
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
、
全
線
開
通
し

て
い
な
い
の
で
、
一
部
開
通
と

い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
へ
の
生
活

支
援
と
し
て
、
急
病
な
ど
の
緊

急
事
態
を
ボ
タ
ン
一
つ
で
通
報

で
き
る
装
置
の
管
理
事
業
、
健

康
保
持
と
安
否
確
認
を
兼
ね
備

え
た
高
齢
者
世
帯
へ
の
配
食
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め

「
キ
ラ
ッ
ト
ス
マ
イ
ル
広
場
」

や
「
昔
の
遊
び
」
な
ど
高
齢
者

を
含
む
大
人
達
と
の
交
流
を
行

っ
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
八
街
市
の
防
犯
に
つ
い
て

◆
健
康
増
進
の
た
め
の
給
食
に

　
つ
い
て

◆
次
年
度
予
算
化
に
向
け
た
第

　
２
次
基
本
計
画
に
つ
い
て
　

　
佐
倉
市
八
街
市
酒
々

井
町
消
防
組
合
の
隊
員

の
基
準
数
は
。　

基
準
数
が
５
７

５
人
に
対
し
、
現

有
数
は
３
７
２
人
で
充
足
率
は

64.

７
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
消
防
団
員
の
確
保
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
消
防
団
員
が
勤

務
す
る
事
業
所
等

に
消
防
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
協
力
依
頼
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
北
総
中
央
用
水
関
連

施
設
で
、
防
火
用
水
と

し
て
取
水
で
き
る
場
所
は
。

　
排
泥
口
が
28
カ

所
、
調
整
水
槽
脇

に
池
を
設
け
た
箇
所
が
４
カ

所
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
が

４
カ
所
あ
り
ま
す
。

　
排
泥
口
28
カ

所
の
利
用
方
法

は
。

　
各
分

団
に
説

明
会
等
を
行
い
、
利
用
が
で
き

る
よ
う
な
方
策
を
早
急
に
と
り

た
い
。

　
児
童
虐
待
の
実
態
と

そ
の
防
止
対
策
の
取
り

組
み
は
。

　
一
時
保
育
事
業

や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
等
を
充
実
さ
せ
、
、
児

童
虐
待
の
防
止
に
努
め
た
い
。

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
施
行

さ
れ
た
が
、
八
街
市
の

Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
の
取
り
組
み
は
。

　
千
葉
県
女
性
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
シ
ェ
ル
タ
ー
へ

の
一
時
保
護
を
行
い
、
加
害
者
か

ら
離
れ
て
安
心
・
安
全
に
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

等
の
八
街
市
の
取
り
組
み
は
。

　
情
報
収
集
を
行

い
、
本
市
の
出
来

る
婚
活
事
業
の
あ
り
方
、
実
施

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

　
八
街
市
の
騒
音
及
び

悪
臭
問
題
の
現
状
と
対

策
は
。

　
平
成
22
年
度
の

苦
情
件
数
は
、
騒

音
・
振
動
が
11
件
、悪
臭
が
５
件
。

平
成
23
年
10
月
末
現
在
で
は
騒

音
・
振
動
が
６
件
、
悪
臭
が
４

件
で
す
。
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、

職
員
に
よ
り
現
地
調
査
を
行

い
、
八
街
市
環
境
保
全
条
例
に

基
づ
き
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
上
砂
地
先
の
産
業
廃

棄
物
撤
去
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。　

県
の
負
の
遺
産

対
策
事
業
の
助
成

を
得
て
撤
去
を
進
め
る
た
め
、

負
の
遺
産
対
策
事
業
助
成
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
平
成
23
年

10
月
17
日
付
で
、
助
成
金
申
請

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

 

※
そ
の
他
の
質
問

◆
焼
却
主
灰
、
焼
却
飛
灰
の
処

　
理
に
つ
い
て

人

人

問

問

個

個

質

質

林
　
修
三

石
井
　
孝
昭

誠
和
会

誠
和
会

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に

弱
者
救
済
の
た
め
の
児
童
虐
待
防
止
、
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
に
つ
い
て

婚
活
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て

問

問

問

問問問

問問

問問問

生
活
を
守
る
警
察
力

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

健
康
・
福
祉
政
策

環
境
問
題

豊
か
な
街
づ
く
り

市 

長

市 

長

市 

長

市 
長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

教
育
次
長

再
質
問

再
質
問

再
質
問

教
育
長

副
市
長

参
加
し
て
よ
か
っ
た

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の

生
き
が
い
づ
く
り

消
防
団
員
の
確
保
と

　
　
　
　
組
織
力
強
化

経
済
環
境
部
長
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一 般 質 問

　
道
路
に
面
し
た
樹
木

が
、
通
行
車
両
や
歩
行

者
に
支
障
と
な
る
伸
び
た
枝
処

理
の
実
情
及
び
対
策
を
伺
う
。

　
生
垣
や
雑
木
等

が
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
等
で
把
握
す
る
ほ
か
、

市
民
か
ら
の
通
報
に
よ
り
把
握

を
し
て
お
り
、
そ
の
件
数
は
、

平
成
22
年
度
23
件
、
今
年
度
は

11
月
25
日
現
在
で
13
件
で
す
。

　
通
報
等
を
受
け
た
場
合
は
、

市
内
の
地
権
者
に
は
、
直
接
剪

定
等
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

市
外
の
方
に
は
、
電
話
や
文
書

に
よ
り
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
冠
水
に
つ
い

て
伺
う
。

　
冠
水
箇
所
の
把

握
は
、
既
に
把
握

し
て
い
る
箇
所
の
他
で
は
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
時
な
ど
に
市
民
か

ら
の
通
報
受
け
、
現
場
を
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
把
握
す
る
場

合
や
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
発

見
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
冠
水
箇
所
の
対
処
方
法
は
、

通
行
止
め
や
土
の
う
積
み
、
ポ

ン
プ
に
よ
る
排
水
作
業
等
に
よ

り
、
民
家
へ
の
被
害
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
平
常
時
に
は
、

土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
側
溝
な

ど
の
清
掃
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
流
末
が
な
い
箇
所
は
、

地
下
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
な

ど
に
よ
り
、
冠
水
被
害
の
軽
減

･

解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
低
地
流
末
排
水
処
理

に
関
し
て
依
然
と
し
て

解
消
さ
れ
て
い
な
い
件
に
つ
い

て
伺
う
。

　
市
の
管
理
物
で

な
い
遊
水
池
の
汚

泥
処
理
並
び
に
暗あ

ん
き
ょ渠
の
改
修
等

に
つ
い
て
市
で
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
今
後
は
、
市

と
し
て
協
力
出
来
る
範
囲
の
中

で
、
地
元
自
治
会
と
協
議
し
な

が
ら
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ

い
て
伺
う
。

　「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

臨
時
離
着
場
所
」

は
、「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
に
沿
い
、
救
急
現
場

等
か
ら
高
度
医
療
機
関
へ
の
搬

送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
搬
送
業

務
を
行
う
際
に
は
、
所
轄
消
防

隊
一
隊
が
ド
ク
タ
ー
へ
リ
支
援

協
力
と
し
て
離
着
陸
場
に
出
動

し
、
到
着
現
場
の
安
全
を
確
保

し
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
か
ら
粉

じ
ん
等
を
防
ぐ
た
め
、
離
着
現

場
に
放
水
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
現
場
到

着
す
る
ま
で
の
時
間
は
約
５
分

と
早
い
た
め
、
現
場
上
空
で
旋

回
し
て
い
る
が
、
消
防
隊
の
作

業
が
終
わ
り
、
安
全
に
着
陸
で

き
る
ま
で
待
機
し
て
い
る
状
況

で
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
八
街
の
ブ
ラ
ン
ド
落
花
生
に

つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
を
起
点
に

　
田
園
風
景
の
中
、
ウ
ォ
ー
キ

　
ン
グ
に
つ
い
て

◆
紙
飛
行
機
大
会
に
つ
い
て

◆
八
街
駅
南
口
、
ぼ
っ
ち
２
号

　
店
を
八
街
観
光
案
内
所
と
し

　
て
の
利
用
に
つ
い
て

　
特
産
落
花
生
の
ち
ば

エ
コ
農
産
物
栽
培
へ
の

積
極
的
な
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
生
産
者
等
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
域
の
特
性
を

考
慮
し
た
栽
培
の
推
進
、
主
要
品

目
の
拡
大
及
び
産
地
拡
大
の
推
進

等
を
行
っ
て
い
る
推
進
委
員
会
や

千
葉
県
と
連
携
し
、
ち
ば
エ
コ
農

産
物
の
栽
培
に
つ
い
て
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
年
後
の
八
街
農
業

の
予
想
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
担
い
手
に
関
わ

る
人
づ
く
り
で
は
、

農
業
者
の
経
済
的
・
社
会
的
基
盤

が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

農
産
物
の
価
格
保
証
な
ど
の
財

政
負
担
だ
け
で
は
な
く
、
規
模

拡
大
の
た
め
の
農
地
基
盤
の
整

備･

農
地
の
流
動
化
・
雇
用
労
働

の
確
保
な
ど
の
側
面
支
援
で
、

可
能
に
し
た
い
。
農
地
等
の
基

盤
づ
く
り
で
は
、
増
大
す
る
耕

作
放
棄
地
を
農
地
と
し
て
復
元

し
、
優
良
農
地
の
保
全
に
努
め

ま
す
。
農
作
物
づ
く
り
で
は
、

首
都
圏
と
い
う
土
地
を
活
か
し
、

新
鮮
で
お
い
し
く
顔
の
見
え
る

野
菜
を
提
供
し
、「
新
鮮
」「
お

い
し
い
」「
安
心
」の
三
本
柱
と
し

て
、
市
内
外
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
。

　
八
街
は
畑
地
帯
で
、

井
戸
水
の
硝
酸
性
窒
素

が
多
く
で
て
い
る
地
域
だ
が
、

削
減
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
浄
水
器
設
置
費

補
助
金
交
付
要
綱

を
定
め
、
水
質
結
果
が
１
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
、
10
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
上
の
場
合
、
浄
水
器
設
置
費

の
２
分
の
１
、
上
限
額
６
万
円

の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
八
街
市
に
30
カ
所
の

避
難
所
が
あ
る
が
、
的

確
な
対
応
が
出
来
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
避

難
場
所
の
非
常
時
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
い
ざ
災
害
が
起

き
た
際
に
は
、
身

を
守
る
行
動
を
し
て
、
近
く
の

公
園
や
広
場
な
ど
を
一
時
避
難

場
所
と
し
て
確
認
す
る
こ
と

や
、
災
害
の
際
に
は
地
域
の

方
々
と
協
力
し
合
う
こ
と
が
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。
本
市
の
避
難

場
所
運
営
等
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
作

成
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ

て
、
か
な
り
温
度
差
が

見
ら
れ
る
が
、
児
童
ク
ラ
ブ
の

問
題
点
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
全
小
学
校
区
に

設
置
し
た
も
の
の

中
に
は
、
入
所
希
望
者
が
多
く
、

い
ま
だ
に
待
機
児
童
の
多
い
朝

陽
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
旧
職
員
住

宅
の
借
用
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
と
協
議
が
整
い
、
平
成
24
年

度
に
増
設
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
近
く
、

敷
地
内
、
ま
た

空
き
教
室
を
利
用
で
き
な
い
か

伺
う
。

　
教
育
委
員

会
の
実
態
も

あ
る
の
で
、
そ
の
辺
の
協
議
を

し
て
、
可
能
で
あ
れ
ば
な
る
べ

く
そ
の
中
で
作
り
た
い
。

人

人

問

問

個

個

質

質

木
村
　
利
晴

小
山
　
栄
治

誠
和
会

誠
和
会

豊
か
で
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

農
業
問
題
と
安
心
し
て
住
め
る
街
づ
く
り
を
!!

問問

問問

問問

問

問問

道
路
問
題

雨
水
排
水

防
　
災

農
業
問
題

生
活
問
題

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市 

長

市
民
部
長

再
質
問
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一 般 質 問

　
平
成
25
年
３
月
に
酒

々
井
イ
ン
タ
ー
並
び
に

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
開
通

開
業
に
伴
う
、
財
源
の
確
保
計

画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
10
月

頃
の
酒
々
井
町
と
本
市
と
の
間

で
行
わ
れ
た
学
習
会
の
内
容
は
。

　
仮
称
酒
々
井
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
接
続
道
路
整
備
は
、
県
に
対

し
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、

周
辺
地
域
へ
の
企
業
立
地
拡
大

に
寄
与
す
る
と
思
い
ま
す
。
学

習
会
で
は
、
道
路
排
水
、
下
水

道
の
本
市
と
の
接
続
は
流
量
等

の
条
件
に
よ
り
、
極
め
て
難
し

い
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

今
後
学
習
会
を
通
じ
て
情
報
収

集
を
行
い
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
隣
に
「
道

の
駅
の
よ
う
な

直
売
所
」
を
作
る
と
い
う
計
画

の
話
が
あ
る
が
、
そ
の
計
画
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
本
市

と
酒
々

井
町
で
直
売
所
や
、
道
の
駅
の

よ
う
な
形
で
出
来
な
い
か
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
近
隣
地
に
作
ろ

う
と
い
う
計
画
で
担
当
者
レ
ベ

ル
で
の
協
議
を
現
在
申
し
入
れ

し
て
い
ま
す
。

　
市
道
朝
日
７
号
線
の

道
路
整
備
と
歩
道
改
善

工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

　
全
面
的
な
整
備

計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
舗
装
の
損
傷
が
激
し
い

部
分
は
、
振
動
の
発
生
や
交
通

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
修
繕
を
検
討
し
ま
す
。

　
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
内
側
の
排
水

路
上
の
歩
道
改
善
は
出
来
る
の

か
。

　
歩
道
の
位

置
づ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
段
差
や
平
た
ん

性
の
確
保
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　
市
道
朝
日
40
号
線
の

道
路
整
備
と
歩
道
確
保

に
つ
い
て
伺
う
。

　
全
面
的
な
整
備

計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
況
幅
員
が
狭
く
、
車

両
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
状
況

な
の
で
、
部
分
的
な
拡
幅
や
待

避
所
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

こ
の
道
路
は
、

本
来
６
メ
ー
ト

ル
幅
の
道
路
で
す
が
、
整
備
が

出
来
な
い
の
か
。

　
排
水
を
考

慮
し
て
道
路

脇
に
土
水
路
用
地
と
し
て
設
け

た
所
が
あ
り
ま
す
。
排
水
を
阻

害
し
な
い
よ
う
に
待
避
所
な

ど
、
拡
幅
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

人 問個 質

鈴
木
　
広
美

誠
和
会

発
展
あ
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

問

問

問

新
規
財
源
確
保
計
画

道
路
整
備

市 

長

市 

長

市 

長
再
質
問

再
質
問

再
質
問

経
済
環
境
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

▲市道朝日 40 号線

＊議会を傍聴してみませんか＊
３月定例会は２月17日（金）から３月16日（金）までの予定です。

・一般質問日程（予定）２月 22 日㈬・23 日㈭・24 日㈮ 午前 10 時〜
詳しい日程などは議会事務局 ☎４４３−１４８２ へお問い合わせください。

請願をしたいとき
　請願は国民が国や地方自治体に対し一定の希望を述べる憲法に

保護された国民の権利の一つで、市政について要望がある方なら

誰でも請願することが出来ます。

　市議会に請願する場合は市議会議員の紹介が必要です。

　提出された請願は、議会で議案と同様に審議し「採択」「不採

択」かを決定し、提出者へお知らせします。「採択」は議決機関

である議会の意思となりますが、採択即実現を指すものではあり

ません。

○ 請願は、議会の開会・閉会中を問わず、いつでも提出でること

ができます。

○請願は市議会議長あてに議会事務局へ提出してください。

○ 請願者は、住所、氏名を記名・押印してください。法人などの

場合は、所在地、名称、代表者の記名・押印が必要です。

○ 署名等は住所、氏名の記名・押印が必要です。（押印がないも

の、鉛筆書きは不可）

請  願  書

紹介議員　氏名　　　　　　　印

　　　　　件名　　　　請願について

　　　　　要旨　　　　　　　　　　

　　　　　理由　　　　　　　　　　

以上、地方自治法第 124 条の規定により、請願い

たします

平成　　　年　　　月　　　日

　　　請願者（代表）

　　　　住所

　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

八街市議会議長　　　　　　　　　　　　　様

（表 紙）

（内 容）
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議長・副議長出席報告

★
議
長
・
副
議
長
の
出
席
報
告
★

︻
12
月
︼

　
３
日
・
産
業
ま
つ
り
農
産
物
共
進
会
表
彰
式
　

　
４
日
・
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
交
流
大
会

　
　
　
・
市
老
連
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
き
活
き
祭
り

　
10
日
・
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
印
旛
研
修
会

　
11
日
・
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い

　
18
日
・
少
年
野
球
教
室    

　
25
日
・
市
民
音
楽
祭

　
26
日
・
消
防
組
合
議
会
定
例
会 

 

︵
佐
倉
市
︶

︻
１
月
︼

　
５
日
・
新
し
い
時
代
を
開
く
千
葉
県
民
の
集
い  

︵
千
葉
市
︶

　
８
日
・
成
人
式

　
10
日
・
消
防
出
初
式

　
15
日
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
駅
伝
大
会

　
17
日
・
消
防
組
合
議
会
消
防
署
所
視
察 

︵
佐
倉
市
他
︶

　
19
日
・
八
街
少
年
院
成
人
式

　
　
　
・
子
ど
も
模
擬
議
会

　
22
日
・
子
ど
も
会
新
春
書
き
初
め
展
表
彰
式 

　
　
　
・
八
街
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
創
立
30
周
年
記
念
式
典

　
29
日
・
近
隣
中
学
校
交
流
柔
道
大
会 

︻
２
月
︼　
　
　
　

　
１
日
・
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
員
行
政
視
察
来
庁            

　
　
　
・
北
総
地
区
市
議
会
正
副
議
長
会
臨
時
会  

︵
四
街
道
市
︶ 

   

３
日
・
印
旛
管
内
市
議
会
正
副
議
長
連
絡
協
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

︵
印
西
市
︶    

成人おめでとうございます

八街消防出初式

皆さんには、選挙権など様々な権利が与

えられましたが、それと同時に社会的責

任も生じます。現実の社会は、どんな人

にとっても決して平坦な道ばかりではあ

りません。しかしながら、皆さんには、

お一人おひとり、他の人とは違うそれぞ

れの可能性が秘められています。これか

らも、それを引き出す努力を忘れずに、

失敗を恐れず、目標に向かい、あせるこ

となく、かけがえのない人生を大切に歩

んでください。　　　（議長あいさつより）

　消防関係者の皆さまが、市民の安全を守

るために、日頃より献身的に消防業務に携

わっておられますことに、心より敬意を表

します。　

　市議会といたしましても、市当局ととも

に、市民の安全確保のために、防災体制の

強化に努力する所存です。

  皆様方におかれましては、健康に留意さ

れ、今後とも、災害から市民の生命と財産

を守るため、一層のご協力をお願い申し上

げます。　　　　　　（議長あいさつより）

（成人式　平成２４年１月８日）

（消防出初式　平成２４年１月１０日）
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議 案 と 結 果

※本紙にご意見等ございましたら「議会だより編集委員会」までお寄せ下さい。　TEL043(443)1482

編 集 後 記

　文字の持つ力を再認識した報道がありました。昨年の新聞協会賞を「河北新報のいちばん長い日　震災下の地方紙」（河
北新報社著）が受賞しました同書では東日本大震災で本社の新聞発行機能が倒壊、販売店の多くが自宅や販売拠点を失い、
それでも被災地に毎日、新聞を絶やさず届けようと奮闘する様子が描かれています。 全国紙などが原発中心の報道に移り、
地元情報が脇役とされたときでも、地域が求める情報を報道し「地元紙は暗い足下を照らす明かり」の存在として高く評
価されました。
　さて１２月議会では１６名の議員から地域に根ざした一般質問が活発に行われました。議会が地域や八街の未来へ光り
を届ける存在で有りたいと念願致します。これからも、市民の皆様の身近で、市民が主役の市政確立を目指します。また「議
会だより」は公平・正確を旨に報道に取り組みます。より多くの市民の皆様の声を議会へお寄せ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川上　雄次
●議会だより編集委員会●　委員長／加藤　弘　副委員長／川上雄次　委員／京増藤江・古場正春・小髙良則・山口孝弘・林　修三・石井孝昭

議案番号 件　名 議決年月日 結　　果
各会派の賛否

誠和 公明 21 共産 古 桜

議 案 第 ７ 号
平成２２年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ × ○ ○

議 案 第 ８ 号
平成２２年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ × ○ ○

議 案 第 ９ 号
平成２２年度八街市老人保健特別会計歳入歳出決算の
認定について

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号
平成２２年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 11 号
平成２２年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 12 号
平成２２年度八街市学校給食センター事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 13 号
平成２２年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 14 号 平成２２年度八街市水道事業会計決算の認定について 平成 23 年 12 月 21 日 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　名 議決年月日 結　　果
各会派の賛否

誠和 公明 21 共産 古 桜

議 案 第 １ 号
八街市一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について

平成 23 年 11 月 30 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ × × ×

議 案 第 ２ 号
八街市在宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者福
祉手当支給条例の制定について

平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号 指定管理者の指定について 平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ × × ×

議 案 第 ４ 号 字の区域及び名称の変更について 平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号 市道路線の変更について 平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 市道路線の認定について 平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号 平成２３年度八街市一般会計補正予算について 平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ × × ○

議 案 第 ８ 号
平成２３年度八街市国民健康保険特別会計補正予算に
ついて

平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ９ 号
平成２３年度八街市介護保険特別会計補正予算につい
て

平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号
平成２３年度八街市学校給食センター事業特別会計補
正予算について

平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 11 号
平成２３年度八街市下水道事業特別会計補正予算につ
いて

平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 12 号 平成２３年度八街市水道事業会計補正予算について 平成 23 年 12 月 21 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ × ○ ○

請願第23-4号 学校図書館の充実を求める請願 平成 23 年 12 月 21 日 不 採 択 × × × ○ × ○

発議案第7号
国民生活の安心と向上を図る各種基金事業の継続を求
める意見書の提出について

平 成 23 年 12 月 7 日 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 月定例会議案等結果一覧
○賛成　× 反対

○賛成　× 反対

（9 月定例会　継続審査議案）

（12 月定例会）

誠和（誠和会）…… 中田　眞司、湯淺　祐德、小髙　良則、山口　孝弘、林　修三、石井　孝昭、

　　　　　　　　 木村　利晴、小山　栄治、小菅　耕二、鈴木　広美、長谷川健介 

公明（公明党）…… 新宅　雅子、鯨井眞佐子、川上　雄次、服部　雅恵

２１（やちまた21）…… 加藤　弘、林　政男       

共産（日本共産党）…… 丸山わき子、右山　正美、京増　藤江

古…… 古場　正春　　  桜…… 桜田　秀雄　　


